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5.1 ch サラウンドスピーカーシステム 

S-HS02 


インターネツトによる登録のお願い 


URL http://www3.pioneer.co.Jp/ 

お買い上げの製品の登録を、宜し<お願い致しまず。上記「お客様のページ」 
で製品登録されまずと 、 ID •パスワードび発行され、いつでち、どこからで 
ちインターネットを通じて、ご登録者専用のページを、ご利用いただけまず。 

「お客様のページ」は、お客様とのコ云ュニケーシヨンのためのホームページ 
です。新製品カタ□グや取扱説明書のダウン□ー ド、メールマガジンの申し込 
みなど、お客様むけの、いろいろな情報を、このホームページで、ご提供致し 
ておりまず。 

詳しくは、お客様のページをご覧下さい。 


取巧説明書 








このたびは、パイオニアの製品をお買い求めいただきましてまことにありびとうございます。 

この取扱説明書をよくお読みになり、正しくお使いください。特に、本書および別冊の「安全上のごを意」は必ずお読みくださ 
い。なお、「取扱説明書」および r 安全上のごを意」は「保証書」、「ご相談窓口 •修理窓口のご案内」と一緒に必ず保管してく 
ださい。 


ま全上のごま意(給表巧について) 


この取扱説明書および製品への表示は、製品を安全に正しくお 
使いいただを、あなたや他の人々への危書や財産への損害を未 
然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表 
示と意味は次のよラになっています。 

内容をよく理解してか5本文をお読みください。 

A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死亡また 
は重傷を負ラ可能性び想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負 
ラ可能性び想定される内容および物的損害のみの発生び想定さ 
れる巧容を示しています。 


給表巧の例 

A 記号はま意（警告を含む）しなければな5ない 

/ h \ 内容であることを示しています。 

/ ^ \ 図の中に具体的なま意内容（左図の場合は感電ミ主 
意）び描かれています。 



〇記号は禁止（やってはいけないこと）を示して 
います。 

図の中や近くに具体的な禁止内容（左図の場含は 
分解禁止）び描かれています。 



参記号は行動を強制したり指おする内容を示して 
います。 

図の中に具体的な指示内容〔左図の場をは電源プ 
ラグをコンセントから抜け）び描かれています。 


A 警告[異常時の処置] 


• 万一煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると火災-感電 
の原因となります。すぐに機器本体の電源スイッチを切り、必ず電源プラグをコンセン 
卜か日抜いてください。煙び出なくなるのを確認して販売店に修理をご依頼ください。 
プラグを抜け お客様による修理は危険ですから絶対おやめ<ださい。 



运 

プラグを抜け 


万一內部に水や異物等び入った場合は、まず機器本体の電源スイッチを切り、電源プラ 
グをコンセントか5巧いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災-感電の 
原因となります。 



运 

プラグを抜け 


万一本機を落としたり、カバーを破損した場含は、機器本体の電源スイッチを切り、電 
源プラグをコンセントから巧いて販売店にご連絡ください。そのまま使用すると火災- 
感電の原因となります。 



A を意 


• 機器本体の電源スイッチを切っても、電源の供給は停止しません。電源の供給を完全に 
停止するためには、電源プラグ(遮断装置)を巧く必要びあ0ます。旅行などで長期間こ 
の製品をご使用にな5ないとさには、安全のため必ず電源プラグ(遮断装置)をコンセン 
プラグを巧け 卜から ffi いて<ださい。义^災の原因となることびあ0ます。 



• 電源の供給を完全に停止するためには、電源プラグ(遮断装置)を抜く必要びあります。 
万一の事故に備え、本機を電源コンセントの近くに設置し、電源プラグ(遮断装置)に容 
易に手び届くよラに設置してください。 

プラグを巧け 
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付属品の確認 


■ 手軽に本格的なサウンドび楽しめる己.1チャンネルスピー 
力ーシステム 


■ コンパクトで八イパワー100 W の大迫カサブウーファー 
■オートスタンバイ機能搭載 

入力信号のない状態び約8分間 ULL 続くと自動的に出カア 
ンプをスタンバイ状態にするオートスタンバイ機能を搭 
載しています。 



■ RCA ピンコード XI 



を< じ 


特長 . 3 

付属品の確認 . 3 

お使いになる前に . 4 

設置のしかた . 已 

接続のしかた . 6 

サブウーファーの接続のしかた . 7 

サブウーファーの各部の名称と 

使いかた . 7 

故障？ちよつと調べて<ださし、 ........ 9 

保証とアフターヴービスについて ..... 10 
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■ 滑り止めバット（サテライト用) 


参参 
•参 

参♦参参参 
•参♦参 ♦ 


■滑り止めバット（サブウーファー用) 



■ 電源コード 



■ 取扱説明書 
■ 安全上のごま意 
■ 保証書 

■ ご相談窓口 -修理窓口のご案巧 




























お使いになる前 I * 


■ このスピーカーシステムの公称インピーダンスは、日£2です。負荷インピーダンスび4〜]目 n のアンプ(スピーカー出力端テに 
4〜1色 n の表示びあるちの)へ接続してお使いください。 

■ スピーカーを過大入力による破損か5守るため下記のま意事項をお守りください。 

-許容入力上の入力を入れない。 

-ピンプラグの抜き差し時はアンプの電源を日 FF にする。 

-グラフィックイコライヴーで高音を大幅に増強する場含、音量を上げ過ぎない。 

-か出カアンプで無理に大きな音を出さない(アンプの高調波歪び増え、スピーカーを破損することびあ0ます)。 


お手入れにごいて 


次のような場所には設置しないでくださし)。 


E ] 通常は、柔5かいなで乾拭きしてください。巧れ 
びひどい場合は水で5〜目倍に薄めた中性洗剤に 
柔5かい巧を浸してよく絞った媛、ミちれを拭き取 
り、その後乾いた巧で拭いてください。アルコー 
ル、シンナー、ベンジン、殺虫剤などび付着する 
と印刷、塗装などびはげることがあ0ますのでご 
ミち意ください。また、化学ぞラさん等をお使いの 
場合は化学ぞラさん等に付属のを意事項をよくお 
読み < ださし、。 

音のエチケット 

楽しい音楽も時と場所によっては気になるわので 
す。隣近所への思いや0を十分にいたしましょ 
ラ。ステレオの音量は責方のむびけ次第で大きく 
ちかさくちなります。 

とくに静かな夜間にはルさな音でも通りやすいも 
のです。夜間の音楽鑑賞などには特に気を配0ま 
しょう。近所へ音び漏れないよラに窓を閉め、お 
互いにむを配0、快い生活環境を守0ましょラ。 

設置上のを意 

■ 直射日光の当たる場所や、暖房器具の近くには設置しない 
でください。キャビネットび変形、変色したり、スピー 
カーび故障する原因とな0ます。 

■ スピーカーシステムは重いため、不安定な場所に設置する 
のは大変危険ですのでおやめください。 

スピーカーシステムをテレビの上に設置するとさは、安定 
に設置できることを確認してください。もし、安定しない 
ときはテレビの上に設置しないでください〔サブウー 
ファ ーはテレビ、またはモニターの上に設置しないでくだ 
さい）。 

■サブウーファーを設置する場合は、放熱を良くするため他 
の機器や壁などか5十分な間隔をとってください（天面 
2己 cmU (上、後面]日 cml ； (上、ち側、左側各1日 cml ；( 
上)。また前側よ0日 cm 政上奥に巧し込まないでくださ 
し、本機と壁および他の機器との間隔びとれないと、内部 
に熱びこち0、性能不良または故障の原因になりまず。 



•直射日光を受けたりする場所、暖房器具に近い場所。 

•風通しび悪く、湿気やホコ U の多い場所。 

. 振動や傾斜のある、不安定な場所。 

-アルコール類やスプレー式の殺虫剤など、引火性のわのを使 
用する場所。 

-テレビやモニターなどの 上。 

-カセットデッキなど、磁界に影響される機器のそば。 

チューナーのアンテナケーブルか！5離して設 
置してください。 

近くに置いた場含に雑音び出ることびあります。このよラなと 

をはアンテナやアンテナケーブルか5本機を離してご使用にな 

るか、やむを得ない場合は本機の電源を切ってください。 

ごミ主意- 

-本機は、テレビとの近接使用び可能なスピーカーシステムで 
すび、設置のしかたによっては、色ムラび生じる場合びあり 
ます。その場合は、一度テレビの電源を切り、 ] 曰〜30分 
後に再びスイッチを入れてください。テレビの自己消磁機能 
より、画面への影響び改善されます。その後わ色ムラび残る 
よラな場合には、スピーカーシステムをテレビか5さ5に離 
してご使用ください。 

•近<に磁石など磁気を発生するちのび置かれている場合に 
は、本機との相互作用により、テレビに色ムラを発生する場 
合びありますので、設置にごま意くださし、。 
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設置のしかた 


スピーカーの設置 

サブウーファーは、人間の耳び低音域において方向感覚び無く 
なることを利用し、重低音をモノラルで再生します。方向感覚 
び無くなるため、設置場所は、かなり自由になりますび、あま 
0離れた場所に置くと左ちのスピーカーとの音のつなびりび不 
自然になる場合びあ0ます。 


右側のフ□ントスピーカーち側のフ□ントスピーカー 



設置例 


サラウンド効果を最大限に発揮させるため、下図のようなス 
ピーカーの設置をおずすめします。 



ごを意 

-左ちのスピーカーはテレビか5等距離になるよラに設置し 
て < ださい。 

-サラウンドのア)スピーカーはリスナーの真横または少し體 
方で、耳の位置から約1 m 位上方に水:平ち向に設置すると効 
果的です。 


滑0止めパッドのほいかた 

滑り止めパッドを紙か5はがし、フ□ント、センター、ヴラウ 
ンドの各スピーカーの底面に4力所づつ貼0付けてください。 

フ□ント-サラウンド 

センタースピーカーの 底面 スピーカーの 底面 



サブウーファーとヴテライトスピー 
カーシステムの組み合せ 

サブウーファーとヴテライトスピーカーシステムを組み合せる 
と、下図の様な特性び得られ、低音域び増強されます。 



ドルビーデジタル*の再生においては、サブウーファーの専用 
再生チャンネルの設定を推奨しており、特に LFE ( L 日 W 
Frequency Effect 二映画などの迫力を増すための地鳴りの様 
な効果音)の再生に対して本機は有効です。 

* ドルビーデジタルについて 

ドルビーデジタルは、ドルビーサラウンドか5ドルビープ 
□□ジックサラウンドと継続して発展してさたドルビーサ 
ラウンドのマルチチャンネル、デジタルシステムの名称で 
す。 

ドルビーデジタルは已 .1 チャンネルシステムとち呼ばれま 
す。2日 Hz 〜2日 kHz までの周波数範囲を持つ日チャンネル 
(フ□ント左、ち、センター、リア左、ち）と、独立した 
サブウーファー用チャンネルを持っているためです。サブ 
ウ— ファ— 用チャンネ J レは、 lFE ( Low Frequency 
Effect ) とち呼ばれてしほす。 

LFE チヤンネルは、迫力ある低音を楽しみたいとさに好み 
に含わせて使用するチヤンネルとしています。 


ドルビーラボラトリーズか5の実施権に基づさ製 
造されています。 Dolby 、 ドルビー及びダブル D 
記号はドルビーラボラト U —ズの商標です。 
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接続のしかた 


機器の接続を巧う場合、あるいは変更を巧う場含には、必ず電源スイッチを切り、電源コードをコンセントか5巧いてください。 

アンプとのち続 


フ□ントス ピーカー （ち） フ□ントス ピーカー （左) 



1 アンプの電源スイッチを切ってください。 （POWER 
OFF) 

2 スピーカーシステムの入力端子とアンプのスピーカー出 
力端子を付属のスピーカーコードでつなざまず。下図の 
よラにサテライトスピーカーの©端子（ホい端子）に力 
ラーのある側のスピーカーコードをつなざまず。同じよ 
ラに、カラーのある側のスピーカーコードをアンプの© 
端子につなざまず。 


カラーのないスピーカーコード 

アンプのスピーカー出力端子の©へ 



レバーを押し下げ、 
コードを巧に差し込 
みレバーを元に戻す 


カラーのちるスピーカーコード 

アンプのスピーカー出力端子の@へ 



ラベルの色とスピー 
カー コードの カラー 
の色を合わせます。 


ごま意 

-な箭テに接続した媛コードを軽<引いて、コードの先端び端子 
へ確実に接続されていることを確かめてください。不完全 
な接続は、音びとぎれた0、雑音の出る原因となります。 

-コードの芯線びはみ出して、芯線どラしびふれたりすると 
アンプに過大な負荷び加わって動作び停止したり、故障す 
ることびあ0ます。 

-アンプへ接続したとさに、片で(ちまたは左)のスピーカーシ 
ステムの極性(©、 ©) を間違ってつないだ場含、正常なス 
テレオ効果び得5れなくなります。 
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ヴブクーファ —の接続の しかた 


すべての接続び終ってか5、コンセントを接続してください。アンプにサブウーファー巧のプ U アウト端テびあることを確認し 
てください。付属の RCA ピンコードで、本機の LINE LEVEL INPUT 端テと接続します。 

ごミ主意 

アンプの、サラウンド•センターチヤンネル用のプリアウト端テと接続すると、センターチヤンネルのみの低音となり、十分な 
低音び得5れません。 



ヴブクー ファーの各部のち撒と使し、かた 


前面パネル 



①パワーインジケーター (STANDBY/ON) 

電源をオンにすると緑色に点灯します。 

信号のない状態び約8分 L 处上続くと、オートスタンノ くイ機 
能 （8 ぺージ参照）び日 N の場含は自動的にスタンバイ状 
態にな0ます(インジケーターび赤<点巧しまず）。その 
後、信号び入力されると電源びオンになり、インジケー 
ターび緑色に点灯します。 

ごミ主意 

長時間使用しないと走は電源をオフにして、インジケー 
ターび消灯していることを確認してくださし、。 

感 パワースイッチ (POWER) 

押すと電源びオンし、わラー度押すとオフします。 

⑤レベルつまみ (LEVEL) 

サブウーファーの音量を設定します。 

•最ル (MIN) 位置か5ゆっくりと回してください。 

•本機は独自に重低音のレベルを設定でをますので、ア 
ンプ側で低音の増強をしないでください。 


④ク□ス オーパーつまみに ROSSOVER ) 

ク□スオーバー周波数を設定します。一般的にク□ス 
オー ノ く一周波数はスピーカー ユニッ トの□径に依存する 
ため使用するフ□ントスピーカーによってじ(下のように 
変更します。（付属のフ□ントスピーカーを使用する場 
合は、 MAX に設定します。） 

MIN. 使用するフ□ントスピーカーの□径び 

20cm 政上の場合 

CENTER.... 使用するフ□ントスピーカーの□径び 
1日〜2日 cm の場含 

MAX. 使用するフ n ントスピーカーの□径び 

1 2cmU (下の場合 







































































を面パネル 


© ラインレベルインプット端子 



(LINE LEVEL INPUT) 

サブウーファー用のプリアウト端テ付きのアンプと、付 
属の RCA ピンコードで接続します。 


⑥ オートパワーオン/オフ切り換えスイッチ 
(AUTO STANDBY) 

才ートスタンバイ機能を日 N または日 FF にします。 

. オートスタンバイ機能 

オートパワーオン/オフ切り換えスイッチ®を 日 N (お買い 
上げ 時は 日 FF になっています）にすると、才ートスタンパ' 
イ機能び働きます。入力信号びない状態で約8分間び経過す 
ると、電源び自動的にスタンバイ状態（オフ状態）になりま 
す。入力信号び入ると自動的に電源び 日 N になります。 

ごミ主意 

使用する環境によって、周辺機器か5のノイズなどの影響を受 
けてオートスタンバイ機能び働き、電源びオンになってしま 
ラことびあ0ます。そのよラなときはオートパワーオン/オフ 
切り換えスイッチを日 FF にして、パワースイッチで電源の才 
ン-オフをして<ださい。 


@位相切り換えスイッチ （PHASE Cr 7180= ) 

使用するスピーカー ユニッ トによっては極性び初めか5 
反転してし''るものびあ0ます。 

この場含、サブ ウーファーとフ n ントス ピーカーとの 接 
続極性を逆にしたほラび音のつなびりびよい場合びあり 
ます。通常は cr にて使巧しますび、極性び不明な場をは 
特に、位相反転の有無を聴さ比べてみることをおすすめし 
まず。 

⑧ AC インレット 

電源コードを接続します。すべての接続び終わって占、 
5、一番最後に AC インレットと壁のコンセントとを付属 
の電源コードで接続してください。 
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ほいかた 


1パワースイッチ(③)をオンしまず。 

. 本機の電源コードをアンプのスイッチ連動コンセント 
に接続したときはオンのままにしておくと、アンプと 
連動してオン/オフできます。 

•アンプと連動できない場合は、アンプの電源をオンし 
てから本機をオンしてください。電源を切るときは、 
本機をオフしてから、アンプをオフしてください。 

2アンプを操作して音を出し、左ちのスピーカーの音量を 
調醫しまず。 

3 レベルつまみ(③)でお音の強さを調璧しまず。 

必要に応じてク□スオーバーつまみ(④)、位相切り換えス 
イッチ(③)、レベルつまみ (®) で調整してください ( P .7)。 


A 注意 

パワーインジケーターび消灯している状態でわ、電源の供 
給は停止しません。電源の供給を完全に停止するために 
は、電源プラグ(適断装置)を巧く必要びあります。旅行な 
どで長期間この製品をご使巧にならないとさには、安全の 
ため必ず電源プラグ(遮断装置)をコンセントか5抜いてく 
ださい。火災の原因となることびあ0ます。 

プラグを巧け 



ちよつと就べでくださり 


故障かな？.…と思った5ちょっとチェックしてみてください。意がな操作 S スび故障と思われていまず。また、本機!^处がの原因 
わ考えられます。ご使用のイ也の機器および同時に使用している電気器具ち合わせてお調べください。 


症げ 

原因 

処置 

電源び入5なし、。 

(パワースイッチを押してちインジ 
ケーターび点灯しない。） 

-電源コードび正しく接続されていな 
い。 

-プラグを正しく接続して<ださし、。 

音び出ない。 

(インジケーターは点灯する。） 

• レベルつまみび MIN 位置になってい 

- RCA ピンコードの接続び正し<なし、、 
またはかれている。 

• レベルつまみをゆっくりちに回してく 
ださい。 

•接続を確認し、正し<接続してくださ 
い。 

音び歪む。 

-音量び大さすざる。 

-レベルつまみを左に回し、音量を下げ 
て < ださい。 

発振（大さな音び連続的に出る）す 

. 本機の音量び大さすぎる。 

-レベルつまみを左に回し、音量を下げ 
て < ださい。 

チューナーを聞いたとさ雑音び多 
い。 

• AM ループアンテナや FM の室内アンテ 
ナび本機の近くにある。 

• AM や FM のアンテナ(室巧用）と本機の 
距離を離してください。 

スタンバイ状態にな5ない。 

-オートパワーオン/オフ切り換えス 
イッチび日 FF になっている。 

-オートパワーオン/オフ切り換えス 
イッチを日 N にしてくださし、。 
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保証と アフターヴー ビスについて 


保証書（別添）について 

保証書は必ず「販売店名-購入曰」などの記入を確かめて販売 
店から受け取っていただを、内容をよくお読みの上、大切に保 
管して < ださい。 

保証期間はご購入か5 ] 年間です。 

補修。性能部品の最低巧有期聞 

ステレオの補修用性能部品の最低保有期間は製造打ち切り樓8 
年です。性能部品とはその製品の機能を維持するために必要な 
部品です。 

修理に関するご質問、ご相談は 

お買い求めの販売店へご依頼ください。ご転居された0、ご贈 
答品などでお買い求めの販売店に修理のご依頼び出来ない場含 
は、別冊の r 修理窓口 -ご相談窓口のご案内」に記載されてい 
る修理受付センターにご相談ください。 


修埋を依巧されるとを 

目ぺージにしたびって調べていたださ、なお異常のあるとさに 
は、ご使用を中止し必ず電源プラグを抜いてか5、お買いまめ 
の販売店へご依頼 < ださし、。 

連絡していただきたい內容 

• ご住所 
•お名前 
-電話番号 

-製品名：スピーカーシステム 
• 型番： S - HS 02 
-お買い上げ曰 

-故障または異常の内容の状況(でさるだけ詳しく） 

-訪問のご希望曰 

•ご自宅までの道順と目標(建物、公園など） 

■ 保証期間中は： 

修理に際しては、保証書をご提示ください。保証書に記載 
されている当社の保証規定に基づさ修理いたします。 

■ 保証期間び過ざているときは： 

修理すれば使用でをる製品については、ご希望により有料 
で修理いたします。 




長年ご使用のオーディオ製品の点検をおずずめいたしまず。こんな症状はありませんか？ 



-電源コードや電源プラグが異常に熱くなる。 


-電源コードにさけめやひび割れびある。 



-電気が入ったり切れたりずる。 


•本体か5異常な音、熱、臭いがずる。 




ずぐに使用を中止し、電源プラグをコンセントか5巧を、故障や事故防止 
のため電気店または、お買い求めの販売店に点巧(有料)をご依頼くださ 
し、。 
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f±m 


フ□ント/ブラウンドスピーカー パワードサブウーファー 


型式 . 密閉式ブックシェルフ型、防磁設計 ( J 曰 TA ) 


スピーカーユニット ........ 11 X 7 cm コーン型フルレンジ 

公称インピーダンス ... 日 Q 

再生周波数帯域 . 120〜2日，日日 OHz 

出力音圧レベル.. .84.5 dB / W ( lm ) 

許容入力 

最大入力 ( J 曰 TA ). 7已 W 

があ寸法 . 82(幅) X 21 日（高) X 84 (奥行 ) mm 

質量 .0.7 kg 

センタースピーカー 

型式 . 密閉式ブックシェルフ型、防磁設計 ( J 曰 TA ) 

スピーカーユニット. ...... 11 x 7 cm コーン型フルレンジ 

公称インピーダンス ... 日 Q 

再生周波数帯域 ... 12日〜2已 .0 日日 Hz 

出力音圧レベル .84.5 dB / W ( lm ) 

許容入力 

最大入力 ( J 曰 TA ). 7已 W 

が形寸法 . 3日日(幅） X 82盾） X 84饌行) mm 

質量 .0.8 kg 


アンプ部 


実用最大出力 （1 日日 Hz , 1 日％.目が . 100 W 

入力端子 

入カレベル . 160 mV /20 to 


ク□スオーバー周波数 . .日日〜200 Hz (連続可変） 

スピーカー部 

型式 . バスレフ方式フ□アー型、防磁設計 ( J 曰 TA ) 

スピーカーユニット . 13 cm コーン型 

電源部-その他 

電源 . AC ]00 V 、已0/巨0 Hz 

消費電力 . 67 W 

省エネモード時消費電力（オートパワーオフ時） 

.0.5 W 政下 

があ寸法 . 1目已(幅 )X 40已(高 )X 32日(奥行 ) mm 

質量 .9.4 kg 


付属品 


スピーカーコード 

10 m. 2 

5 m . 3 

RCA ピンコード (3 m ). 1 

滑り止めパッド(ヴテライト用） . 1シート 

滑り止めパッド(サブウーファー用） . 1シート 

電源コード . 1 

取扱説明書 . 1 

安全上のごを意 . 1 

保ミて童 ] 

ご相談窓口 -修理窓□のご案内 . 1 


• 左記の仕様およびが観は改良のため予告なく変更することび 
おります。 
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製品のご購入や取り扱いについてのご相談窓 □ 


• パイオニア•カスタマーサポートセンター （全国共通フリーフォン） 

受付月曜〜金曜日： 30〜17:加)、±曜日：30〜12:00、13:00〜17:00 (日曜■祝日■脾社休日は除く） 

<ごミ主意>フリーフォンは、 PHS 、 携帯電話、自動車電話、列車公衆電話.瞄邮電話、ピンク電話およびお列か6の国隙亀話ではご利用になれません。 
あ5かじめご了承ください。 

家庭用才ーディオ/ビジュアル製品のご相談窓口： U 0070-800-8181-22 
カタ□グのご請求窓口 ： W 0070 -800-81 81 -33 

ファックス ： 03-3490-5718 

パイオニアホームページでのご案内 

お問い含わせ先のご案内 http://www.pioneer.co.jp/support/ 

カタ□グ請求とメールヴービス登録のご案内 http://www.pioneer.co.j-p/support/ctlg/index.html 


部品のご購入についてのご相談窓 □ 


付属品 （ U モコン-取扱説明書など）のご購入や、楠修巧性能部品（修理使用部品）に関するご相談についてはパイオニア部品受をセンターにご相談くだ 
さい。部品の交換方法などの技術相談につをましては下記のパイオニア修理受付センターにご相談ください。 


• パイオニア部品受まセンター 


受付月曜〜金曜日： 30〜1扫：日0、±曜 

日：30〜12:00、13:00〜17:□日（日曜■祝日■脾社休日は除く） 

<ごま意>フリーダイアルは、携帯蛋話、 PHS ではご利用になれまはん。あらかじめご了承ください。 

電話（フリーダイアル） 

函 0120 -5-81 095 

rtl /> r = l = i=i 

— 敝巧日古 

0538-43-1161 

フアツクス（フリーダイアル） 

函 0120 -5-81 096 


修理のご依頼/修理についてのご相談窓 □ 

修理を巧頼される前に取扱説明書の r 巧障かな？と思ったら」の項目をご確認ください。それでち異常のある時は、必ず電源プラグを巧いてから、ご購入 
店へご連絡ください。 

ご購入店びわからないとをやお近くにないとをは、パイオニア修理受付センターへご相談ください。（沖縄県を除く） 


• パイオニア修理受付センター （沖縄県を除く全国） 

晋付月曜〜金曜日： 30〜 I 扫：日〇、±曜日： 30〜12: 00、13: 00〜17: 00 (日曜■祝日■弊社休日は除く） 

<ご注意>フ|」ーダイアルは、携帯電話、 PHS ではご利用になれません。あらかじめご了承ください。 

電話（フリーダイアル） ：函 0120 -5-81 028 
一般電話 03-5496-2023 

ファックス（フ U - ダイアル）；函 0120 -5-81029 

• 沖縄サービスステーション （ミ中縄県のみ） 

晋付月曜〜金曜日： 30〜 I 扫 ： (DO (±曜■日曜■祝日■弊社休日は除く） 

—般電話 ： 098-879-1910 
ファックス： 098-879-1352 
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